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	発　言　者
	議　題　　・　　発言内容　　・　　決定事項


　それともう一つは、タクシーに乗るところの段差がこのぐらいある訳ですね、15センチぐらい。それでこの間、私がたまたま行ったら目の前で、おばあちゃんが帰るときにもう少しで転びそうになったのですね。倒れたら、頭でも打ったら、もう悪いけどあの老人だったら命に関わるのです。それから、すぐ私は、帰るところだったのですけど戻って、それでイトウ理事にこういうことがあるから、早急にあそこに手すりをつくってくれということで、それをやっとこの間、なったらしいのですけれど、今ちょこっと真ん中にちょっとあるんですけどね。

	　それと、この間やっとタイルのところのセメントをはって、やっと直して、足がつまずかないように、足の悪い人もたくさん、あそこは今、高齢者がものすごく多いのですよ、患者が。

　いいですか、宇井です。

　悪いところを一生懸命聞いていますけど、すごくいいところも。会計が早い、先生、看護師さんがすごく親切だ。患者がいっぱいいるという、いい点もいっぱい、入ってきて、ああいいな、いいなと思っているんだけど、悪い点もあると思いますけど、そこら辺も考慮してお願いいたします。

　そのとおりなのです。それで、会計も10分以上は待たしてはいけないというふうなことで、あそこに１人、窓側に１人、佐藤さんという人が今いるのだけど、今度は長谷川さんという人にかわります、来年の３月で。そうすると、その人たちは見てて、それで時間をはかりながら、あの人が今出したというので、黄色いのを持って会計課へ出したというので、それから時間をはかって、それで10分以内に出すということで、とても評判がいいのです。とにかく早くなったということで。

　それから、車椅子の数が玄関にダーッと増えました。あれも前はたった３台しかなかったのですけど、今は全部で30台ぐらい裏表にあるのですね。多くなったことで、その車椅子で、それもみんなボランティアのオレンジの、私もボランティア人の１人とされているのですけど、それが車椅子を持っていって乗せたり、それから看護師さんがいたらすぐ、それで非常に評判がよくなった。

　ただ、問題は、非常に笑顔が足りないということで、笑顔コンシェルジュを持ちなさいという指示を理事長にも出してあるのですね。そうすると、看護師さんたちは、理事長なんか非常に、理事なんかは今一生懸命それを教え込んでいるのですが、中には先生が非常にきついということで、この間３名、せっかくやっと目標の28名の看護師が来たのに、３名、この間やめました。

　ですから、それが、この間のさっきの質問の中の離職する理由がどこにあるかと、職場の環境に非常にマッチできない、先生が冷たいということがあるということで、それが改善すれば絶対、さんむ医療センターはよくなります。

　そのためにも、私は会長という立場から僣越ですけれど、私は、ぜひ基金を利用して出してもらいたいというふうに、私は前々から思っていたのです。

　長々とすみませんでした。

　並木ですけど。私も賛成なのですけど、せっかく奨学金をもらえるということになって、そうした場合、山武市として、その奨学金を差し上げますよと決まったら、その後のフォローですよね。例えば山武市の、市内の在住の方でしたら広報紙を見る機会が多いと思うのですけれども、その方に広報紙を毎月送ったり、それからさんむ医療センターからのコンタクトみたいのを月１回ぐらい差し上げたほうがいいかなと思うのですけれども、それを言いたかったのですけど。

　ただ奨学金を差し上げているだけですと、毎月振り込まれてきて、大したありがたみも薄れてくるのですよ。それで、学校を卒業したら山武市に就職すると、それには山武市のことをもっとよく知ってもらうと、市のことそれから病院のことももうちょっと知ってもらう、その準備段階を４年かけてやってもらったらなおいいかなと。せっかく奨学金をもらって４年たって、やっぱりやめたということにならないようにしていただけたらと思います。

　以上です。

　ほかにいかがでしょうか。

　すばらしい意見ですね。

　すみません、藤田です。その点、私もすごくいいなと思いますね。フォローするというか、定期的な面談とかをしていくというのを特記事項にして、適当であるという方向に向いていけばいいのかなと思います。

　ほかにも何かございませんか。特記って、こういうこともつければいいのではないかというような意見が。

　この５万円を貸し付けるということに対して、今言った広報を送ってやるというのは、こちらからのメッセージなのですけど、逆に、例えば年に１回とか何回とか来て、ある場所でいろんな自分の今の立場を説明しなければいけないという、そういう負荷みたいなものを、ある程度、嫌かもしれないけどやってもいいのかなという気がしますけれども。結構、そういう形でお金を援助する場合には、援助された方が、自分の今のその活動というか勉強の内容を、来てこういうのを今やっていますと、そういうふうな説明をするということがある場合があるのですね。

　だから、どういう形で取り入れるかは別にして、今、並木さんが言われたように、知ってもらって何かするための一つの形として、余り押しつけがましく云々というのは、これまた考えものだと思うのですけど、ある程度はいいのかなという気がしますけれども。

　ありがとうございます。

　ほかにございませんか。

　いいですか、宇井です。今、伊藤さんが言ったように、うちは建築屋ですので、山武中、南中からいつも３日くらいずつ子供たちが研修に来るのですよね。そうすると、今言ったように、「こういうことを初めてやりました」「すごく勉強になりました」「ありがとうございます」というすごい立派な作文が生徒から届くのですよね。そうすると、生徒たちも誇りに思えるし、我々もうれしいし、やっぱりその辺のコミュニケーションがすごくこの場をもっと上にしてもらえると思いますね。

　今言ったように無理ではいけないけど、そういうものを、奨学金をもらったらありがたみを少し感じて、だからこういうふうに成長しましたというような作文というか、中学生じゃないけれども必要だと思いますね。それで、この制度はすごくいいことだと思いますね。

　そうですね。私もこれは賛成です。

　何かございませんか。

　伊藤委員、何かありますか。

　適当だと思います。早速やっていただきたいと思います。

　平山委員さん、どうでしょうか。

　私は賛成ですから、今は反対の協議をしているようですから。
　ありがとうございます。

　では、出たようですので、それでは、この点をまとめていただきたいと思います。

　では、一応この看護学生奨学金貸付事業について、適当でないというご意見の方は、改めてお伺いしますが。

　ありませんね。

　はい、ありがとうございます。では、皆さん適当ですということで、よろしくお願いいたします。

　それでは、一応皆さんの意見の中で、適当であるということに意見統一されたようでございますので。

　続いて、一応、次第に沿っていきますと、適当であるということについての何か、特に補足したいというご意見がありましたらまとめたいと思いますが、いかがですか。

　これは、その他の部分に当たる訳ですかね。

　いや、その他ではなくて、３ページの補足。お手元の３ページの、一応、理由書何かありましたら、ここに書いて事務局のほうでまとめてくださると思いますので、その意見がございましたら、適当であるということで。

　地域振興に寄与する事業と認められる、でいいのではないですか。

　前の、よその地区のあれと同じですね。

　秋山です。適当なのですけど、高校を卒業して看護学部へ入って、すぐこれは申し込むと出る訳ですね。

　学部長推薦とかってありますかね。

　やはり１年間ぐらいは出ない感じなのかしら、それともさかのぼって出るのですか。

　事務局、いかがでしょう。

　ですから、３月30日の段階ではもう既に入学が決まっていますよね。ですから……

　やっぱり審査があるのではないのかな。

　１年生のとき、仮に１年の４月からはもらえないのですか。もらえるのかしら。

　申し込みは、こちらの資料ですと24年の３月30日まで申し込みをして、次の４月からは、こういうふうにして４月からは……
　というと、１年のもう入学するかしないかぐらいの段階で、３年後、４年後の就職先、さんむ医療センターに決めようという結構強い意思がないと、１年についてはもらえない感じですよね。

　できるだけ、そういう人をねらっているのですよね。

　そういう条件で。

　それが条件であり、受ける学生の目標になる、で、申し込みに入るというところがあるのですよね。

　途中で友達がそういうのを受けているので、では私ももらいたいわとなったときに、さかのぼって１年からという……

　もういっぱいですと言われてしまうとしょうがないから、早いほうがいいのでしょう。

　空きがあったとき。

　空きがあればいいのではないですかね。

　結局あれでしょう。学費に使おうが生活費に使おうが、とにかく最初にもらわないことには困る訳だから、それに逆に、例えば10月ごろになって、では４月からさかのぼってもらえるかということは、これはできないのでしょう。

　できないと思われます。
　結局10月に手を挙げたら、10月以降のやつしかもらえない訳でしょう。

　先ほどね、担当課がいないから、先ほどの課長さんも、事務局は素人だから、質問をする者はこの場で質問してくれと、この会場行ったら余り質問するなというような、課長さんからの注文もあったから、私は余り質問するのは事務局いじめになるのかもしれませんけれども、やっぱりお金をもらうって言ったら、最初にもらわないと有効な利用というのはできませんよね。

　ちょっと定かではございませんけれども、例えば極端な話、４年制のところに行って、４年が終わるころにさかのぼりで全部もらって、そのときはもう来春卒業すれば、山武医療センターに入ると。そうすれば、その全部、年間60万の240万ですね、ただでもらえるということですよね。そういうのはちょっと普通で考えたらあり得ないかなと思うのですよね。

　ただ、それを逆にそういうのを対応してあげるから、どうぞうちに来てくださいよっていうようなこともやって……

　いいのかなと。

　という意味ですね。
　４年までさかのぼるというのはきついかもしれないけど、１年とか、ある程度のさかのぼりは認めてあげても、その範囲内で、あってもいいのかなっていう気はするのですけど。

高校を卒業したてで、４年後には山武市行くんだわという、それもさっき強い意思を持っている方を対象にというけど、なかなかそこまで決められないのではないのかなという気がしますね。

　そうですね。やはり挫折する子もいますからね、やっぱり。

　そこまで勉強を２年間した人は、やはり計画を立てて勉強に入っている人だから、要は看護師の学校に入りたいけどお金がないという人たちを対象にするのだけど。

　すみません、藤田です。それは特記事項のほうで、その他のほうで貸付方法の時期を柔軟に対応してほしいという結論でいいのではないかと思われますが。

　そうだね、わからない問題考えたってしょうがないものね。

　山武地区の意見として、理由のところに、またその最後の項なりですね、そういう意見があったということで入れていただきたいと思います。

　ほかにはありませんですか。

　だいたい集約されたと思いますが、どうですか。

　それでは、よろしいですか、事務局。

　意見書が一応まとまったというか、この範囲というか、ということでちょっと読み上げていただけますか。

　よろしいでしょうか。

　それでは、看護学生奨学金貸付事業、審議結果、「適当である」。理由、「地域振興に寄与する事業と認められる」。

　その他のところで、意見でございますけれども、いろいろ皆様からご意見ございましたが、先ほど副会長からございましたように、そのあたりを含めてということですが、これは載せる文面としてですけれども、「より効果的に看護師が確保できるよう検討の上、対応をされたい」ということでよろしいでしょうか。修正等ございましたらお願いいたします。

　ただいま、事務局から読み上げられましたけど、急なあれで簡単ではございますけれども、よろしいでしょうか。

（「はい」の声あり）

　では、異議ないようでございますので、承認されたものとさせていただきます。

　では、正式に事務局から提出していただきますよう、よろしくお願いいたします。

　続きまして。次の議題、その他のほうに移らせていただきたいと思います。

　そのほか何か、これは事務局から何かありますか。

　いいえ、ございません。
　ありませんか。

　では、委員の方から何か、この席でどうぞ、ございましたらご発言ください。

　ございませんか。ございませんね。
　ないようですので、本日の議事、議題はすべて終了させていただきました。ありがとうございました。

　以上をもって、23年度の第2回山武地区地域審議会を閉会とさせていただきます。

　どうも、ご苦労さまでございました。
	


